
日末校下のまいぶんマニュアル 

日末校下の大半は、日本海沿岸の にあります。 

この砂丘は縄文時代におこった海面の上昇と低下によってできたもので、 

平地・山地に比べて遺跡は少ないですが、「 」や「 」など交通の

要衝
ようしょう

として栄えたことが、物資の流れや古い文献から読み取れます。佐美町の一部は加

賀市方面に続く （橋立台地）となっていて、 や が採集されたと伝わります。 

 

（日末町・松崎町） 

おもな時代は 。教科書の小単元は 。 

ポイント①＝ や 、 で使

われた「 」を焼いていた窯
かま

跡
あと

。

ポイント②＝ くらいの時期に、屋根に

ふく瓦のほか、壁などの舗装に使う （レンガや

タイルに似たもの）も焼かれました。 

ポイント③＝窯跡があった場所は 沿いでした。当時は舟で今

江潟から安宅湊を経由して日本海へ出られたため、

可能性が高いです。 
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